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中

学

校

体

育

館 

空

調

機

設

置

問
　
設
置
す
る
目
的
と
設
置
校

の
選
定
理
由
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長

　
授
業
や
部
活

動
な
ど
の
暑
さ
対
策
と
避
難
所

の
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
築

年
数
が
古
く
、
面
積
が
異
な
る

３
校
の
中
学
校
に
設
置
す
る
。

問
　
国
や
県
な
ど
の
補
助
金
や

助
成
金
は
あ
る
の
か
伺
う
。

教
育
総
務
部
長

　
空
調
設
備
整

備
臨
時
特
例
交
付
金
や
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
な
ど
い
く
つ

か
あ
る
。

問
　
有
事
の
際
の
空
調
機
の
電

源
確
保
策
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長

　
発
電
機
の
検

証
と
検
討
を
し
て
い
く
。

び
わ
青
少
年
の
家 

魅

力

ア

ッ

プ

問
　
整
備
内
容
と
期
間
を
伺

問
　
令
和
８
年
度
に
勤
労
会

館
、
青
少
年
会
館
、
教
育
会
館

が
統
合
し
、
平
塚
市
文
化
公
園

会
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
利
用

時
間
を
２
時
間
単
位
と
し
、
料

金
を
４
０
０
円
か
ら
１
８
０
０

円
ま
で
徴
収
す
る
こ
と
が
条
例

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
登
録
団
体
で
あ
れ
ば
一

部
の
部
屋
を
除
き
、
無
償
で
貸

し
出
さ
れ
て
き
た
。
有
料
化
の

理
由
と
金
額
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　
受
益
者
負
担

の
考
え
方
に
基
づ
き
施
設
に
か

か
る
コ
ス
ト
や
部
屋
の
面
積
、

使
用
時
間
な
ど
か
ら
算
定
し
て

い
る
が
、
施
設
の
設
置
目
的
に

合
っ
た
団
体
は
、
減
免
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

面
前
Ｄ
Ｖ
な
ど
子
ど
も 

へ
の
心
理
的
虐
待
対
策

問
　
面
前
Ｄ
Ｖ
と
は
、
子
ど
も

の
前
で
配
偶
者
を
殴
る
、
蹴

る
、
暴
言
を
吐
い
て
罵
る
な
ど

の
行
為
で
あ
る
。
面
前
Ｄ
Ｖ
は

子
ど
も
へ
の
心
理
的
虐
待
に
あ

た
り
、
現
在
増
加
し
て
い
る
。

本
市
は
周
知
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

　
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
平
塚
市

児
童
虐
待
防
止
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
を
通
じ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

中
学
校
の
部
活
動 

地
域
移
行
に
つ
い
て

問
　
部
活
動
を
地
域
展
開
す
る

こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、

指
導
者
の
人
員
不
足
、
家
庭
へ

の
経
済
的
負
担
、
指
導
員
の
資

質
の
問
題
な
ど
課
題
も
考
え
ら

れ
る
。
部
活
動
の
在
り
方
に
対

す
る
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長

　
地
域
の
ク
ラ

ブ
な
ど
で
活
動
す
る
部
活
動
地

域
展
開
と
、
部
活
動
指
導
員
な

ど
の
地
域
人
材
を
活
用
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
る
部
活
動
地
域
連

携
の
両
輪
で
、
本
市
に
適
し
た

部
活
動
改
革
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
捉
え
て
い

る
。

う
。

企
画
政
策
部
長

　
野
外
ト
イ
レ

は
８
月
中
旬
ま
で
に
完
成
を
目

指
し
、
園
路
の
一
部
と
駐
車
場

の
舗
装
工
事
は
令
和
８
年
３
月

末
ま
で
に
実
施
す
る
。

問
　
利
用
者
か
ら
ど
の
よ
う
な

意
見
が
あ
る
の
か
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

　
食
堂
な

ど
へ
の
空
調
機
設
置
や
宿
泊
棟

の
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
個
別
に
利
用
で
き
る
シ
ャ

ワ
ー
ブ
ー
ス
を
望
む
意
見
が
あ

る
。

問
　
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス
の

再
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

　
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設
置
の
要
望

は
受
け
て
い
る
。

東

海

道

本

通

り 

線

の

景

観

整

備

問
　
令
和
７
年
度
以
降
の
無
電

柱
化
な
ど
の
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

　
７
年

度
か
ら
共
同
溝
へ
の
電
線
の
設

置
や
既
存
の
電
柱
撤
去
、
北
側

歩
道
と
同
様
の
整
備
や
植
栽
を

計
画
し
て
い
る
。

無
所
属

平
塚
市
文
化
公
園
会
館
の
設
置

及
び
管
理
を
市
民
の
視
点
か
ら

佐

藤 

由

美

子 

議
員

令
和
７
年
度
新
規
・
拡
充

な
ど
の
主
な
施
策
の
中
か
ら

臼

井 

照

人 

議
員

都市建設

　 議案５ 案件は全て原案どおり 可

決すべき も のと 決定し まし た。

○議案第25号　 令和７ 年度平塚市

一般会計予算

　 道路新設改良費の生活道路整

備事業について、 徳延38号線の工

事費が計上さ れているが、 工事費

用と 工事内容、 その目的を伺う 。

　 予算は約２ ５ ０ ０ 万円を計上

し ている。 工事内容は、 徳延38号

線に側溝の整備を行う も ので、 約

１ ２ ０ メ ート ルである 。 目的は県

の河内川の護岸整備に伴い、 側溝

を整備するも のである 。

　 建築指導費の建物の耐震性向

上促進事業について、 令和７ 年度

の耐震診断や改修工事の見込み件

数と 、 昭和56年以前の耐震基準の

建物の数を伺う 。

　 ７ 年度の予算計上件数は、 耐

震診断が80件、 耐震改修設計が55

件、 耐震改修工事が50件である。

56年以前の旧耐震基準の建物の数

は、 平塚市耐震改修促進計画で公

表し ている２ 年度時点での数値だ

が、 １ 万３ ２ ０ ０ 戸と 推計し てい

る。

教育民生

　 議案１ 案件は全て原案どおり 可

決すべき も の、 請願１ 件は継続審

査と すべきも のと 決定し まし た。

○議案第25号　 令和７ 年度平塚市

一般会計予算

　 戸籍住民基本台帳費のマイ ナ

ンバーカ ード 交付事業について、

市役所の窓口を増設すると のこ と

だが、 期間を伺う 。

　 当面は、 電子証明書の更新の

ピーク を迎える令和７ 年度から ９

年度の３ 年間を予定し ている 。

　 教育指導費の放課後自主学習

教室事業について、 実施校と 学習

支援員に関し て伺う 。

　 松延小学校、 大野小学校、 神

田小学校、 みずほ小学校、 勝原小

学校、 金目小学校で 実施し て い

る。 学習支援員は、 実務経験者や

Ｏ Ｂ が中心と なっ ている学習支援

コ ーディ ネータ ーや学習支援サ

ポータ ーと し てサン・ サンスタ ッ

フ に手伝っ て も ら っ て いる。 ま

た、 学生サポータ ーと し て、 東海

大学の児童教育学部の学生にも 協

力し ても ら っ ており 、 こ の３ 者を

中心に運営し ている 。

環境厚生

　 議案12案件は全て 原案ど おり

可決すべき も のと 決定し まし た。

○議案第25号　 令和７ 年度平塚市

一般会計予算

　 児童福祉費の子ども の未来支

援事業について、 令和７ 年度の具

体的な取り 組みを伺う 。

　 ６ 年度と 同様に食事の提供を

手段と し て訪問し 、 家庭の様子を

確認する訪問型支援対象児童等見

守り 強化事業や居場所を設けて食

事の提供や相談支援、 地域におけ

る子ども の見守り 体制の強化を支

援する居場所型支援対象児童等見

守り 強化事業、 訪問支援員が居宅

を訪問し て家事又は育児の支援を

実施する子育て世帯訪問支援事業

の３ つを取り 組む予定である 。

　 予防費の健康増進事業につい

て、 がん検診や結核検診などのパ

ンフ レッ ト を作成すると あるが、

パン フ レ ッ ト の内容について 伺

う 。

　 がん検診の受診勧奨と 予防接

種の情報提供である 。 予防接種に

ついては、 接種するし ないに関わ

ら ず、 さ まざまな情報を伝えたい

と 考えている。

　 廃棄物処理費のごみ収集運搬

事業の委託料の増額理由を伺う 。

　 可 燃 ご み 及 び 資 源 再 生 物

（ ペッ ト ボト ル・ 容器包装プラ ス

チッ ク ） 収集運搬の委託料につい

て、 ７ 年度に新たな地区を委託す

るため、 増額さ れている 。

○議案第31号　 令和７ 年度平塚市

病院事業会計予算

　 国では２ ０ ４ ０ 年に向け、 新

たな地域医療構想の模索をし てお

り 、 在宅医療・ 介護の連携も 視野

に入れる方向性も 示し ている 。 今

後の地域医療構想に向け、 急増す

る高齢患者への対応と し て、 平塚

市民病院の考えを伺う 。

　 地域の中で医療を 完結さ せる

と いう 意味では、 役割分担が重要

であると 考えている 。 高度急性期

を担う 当院は、 救急の患者を多く

受入れて重症患者を入院さ せると

いう 役割がある。 そ の役割が終

わっ た後は、 ほかの病院に転院す

る締結を行っ ている 。 限ら れた病

床を効率的に使用し 、 なおかつ入

院が必要で ある 市民の希望に応

え、 地域で調整できる運用を行っ

ている。

常 任 委 員 会 の 審 査 概 要 今定例会に上程さ れた議案は所管の常任委員会に付託し て審査し まし た。
主な質疑を紹介し ます。

インターネット 中継

　 本会議は、 イ ン タ ー

ネッ ト で生中継と 録画中

継を行っ ています。

　 皆さ んの意見や要望を 議会に伝

え、 市政に反映さ せる方法と し て請

願と 陳情があり ます。

　 請願には賛同する議員の紹介が必

要ですが、陳情には必要あり ません。

　 提出方法などに

ついては、 市議会

ホームページをご

覧く ださ い。

請願・ 陳情を市議会へ


